
知的財産権講座

特許審査基準解説
～現行審査基準とその問題点について～

○講師紹介

髙島氏は、特許審査第一部の審査官として数多くの審査を経験され、首席審査長を経たのち、

 

現在、大阪工業大学大学院の教授として学生等の指導にあたっています。

◇企業が研究成果である発明を的確に権利化するためには、審査の判断基準で
ある審査基準を踏まえたうえで特許出願を行うことが必須です。
特許の登録要件である新規性・進歩性に関する審査基準を把握することは、出
願時に於ける登録査定を受ける為の指標となります。これにより拒絶理由通知
を受けにくくなり登録率アップに繋がり、企業の知財活動をより効率的に展開す
ることが可能となります。

◇本講座では、審査実務経験豊富な元特許庁首席審査長が、実務経験が１～５年
の初心者を対象に、新規性・進歩性の詳細な審査基準のポイント及びその問題
点について事例に基づき判りやすく解説します。
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FAXもしくは、発明協会ＨＰ知的財産権研修・講座からお申込下さい。

※イメージ写真

特許法第 29 条第１項（特許の要件）の新規性の規定の趣旨に始まり、新規性判断の

対象となる発明、新規性の判断の基本的な考え方及び新規性判断の手法について

説明し、特許法第 29 条第２項（特許の要件）の進歩性の規定の趣旨、進歩性判断の

対象となる発明及び進歩性の判断における留意事項について具体的事例を基に解

説します。 
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知財業務

経験年数

（お申し込み年月日） 平成 年 月 日

住所

〒 －
電話

ＦＡＸ
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にて知的財産権講座に関するご案内を送付させていただきます。ご不要な方は、チェックをお付け下さい。

 

メール不要

 

□
（ 社団法人発明協会は、個人情報の重要性を認識し、適切な保護に努めます。 ）

種別 一般 ・

 

法人会員 ・

 

個人会員 ：

 

支部

支払

方法
当日現金 ・ 銀行振込 ・ 得意先コード（総合管理請求書）

※会員かどうか記入のない場合は、非会員扱いとなりますのでご注意願います。

※お支払いは、請求書到着後でお願い致します。

※講座開催日の１週間（営業日）前以降にキャンセルの場合、参加料は理由の如何を問わずご請求させていただきますので予めご了承ください。
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今後の知的財産権講座のご案内
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「知的財産権入門講座」
講師：神奈川大学講師、東海大学講師、文教大学講師

 

鈴木・中川特許事務所
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講師：金沢工業大学大学院知的創造システム専攻 教授、日本工業大学専門職大学院 客員教授、
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元専務取締役、

 

弁理士

 

丸島
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〒105-0001

 

東京都港区虎ノ門2-9-14

◇本年２月から施行された審査指南（審査基準に相当）のポイントである、発明及び実用新案の新規性の要件に

始まり、発明専利と実用新型専利の条件付き併行出願の規定である第９条１項について説明し、秘密保持審

査について解説します。 

  本講座は、企業や事務所で中国への出願（中国関係）に携わっておられる方はもとより、中国市場への進出を

目指しておられる企業の知財管理担当の方々に最適な講座です。 

◇事業、研究開発、知財戦略の三位一体化の考え方に始まり、知的財産権の特徴、営業秘密、及びライセンス契

約について説明し、企業における戦略的権利取得活動について豊富な経験を基に解説します。 

本講座は、企業や事務所でこれから知財業務をご担当される方、担当されて１～３年の方は勿論、研究開発部門

の技術者の方々にも最適な講座ですので、この機会に是非ご参加ください。 

◇知的財産の種類、特徴に始まり、特許法、実用新案法、意匠法、商標法、著作権法、各々の要件、権利取得の

手続の基本について判り易く解説します。 

本講座は、企業や事務所でこれから、知財業務に携わる方々に最適な講座ですので、この機会に是非ご参加

ください。 
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